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本日の内容

•鹿島たんぽぽ活動(現場環境改善活動)の概要

•快適トイレ(簡易水洗・汲み取り式)

臭い軽減・防虫対策の実証実験

•作業エリアが広い現場での取組事例



鹿島たんぽぽ活動
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 開始：2015年4月1日

 場所：全国の当社現場

 推進の日：3/8

「たんぽぽ」の由来

「たんぽぽ」は世界に広く
分布する多年草で生命力が
強く、また綿毛のついた種
子が風に乗って周りに広
がっていくことから、鹿島
の現場での地道な女性活躍
推進活動が「たんぽぽ」の
ように力強く根付き、かつ
広域に展開されることをイ
メージして命名しました。



鹿島たんぽぽ活動とは

開始：2015年4月1日から

場所：全国の当社現場

鹿島たんぽぽ活動推進の日：3/8

「たんぽぽ」の由来

「たんぽぽ」は世界に広く分布する多年草で生命
力が強く、また綿毛のついた種子が風に乗って周
りに広がっていくことから、鹿島の現場での地道
な女性活躍推進活動が「たんぽぽ」のように力強
く根付き、かつ広域に展開されることをイメージ
して命名しました。
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鹿島たんぽぽ活動の目的

女性の声を機会に、誰にとっても過ごし
やすい現場全体の就労環境を改めて考え、
創造する。

現場を取り巻く状況によって制限はある
が、制約下でいかに改善可能かを全国で
事例を展開し、底上げを図る。

時々現場事務所を訪れる発注者や設計者
の働きやすさにも配慮できるよう仕組み
を加えていく。
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タンポポ 坂村真民・詩
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鹿島たんぽぽ活動推進のための
現場環境整備の手引き(案)
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・鹿島たんぽぽ活動促進の現場風土の醸成
・「特に女性に対する特別な配慮」が必要な事項の明記



快適トイレ(簡易水洗・汲み取り式)
臭い軽減・防虫対策の実証実験
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現場仮設トイレの実証実験
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• 外環中央JCT北側ランプたんぽぽ活動チーム

• 東京外環PJ女性技術者の会と共同で現場実証実験
• 現場一斉アンケート、たんぽぽ巡回で効果確認

たんぽぽ巡回（トイレ官能検査）



実証実験までの経緯

• 2017.3 チーム発足

快適トイレ(簡易水洗)設置

• 4.6 たんぽぽ巡回 1回目

• 5.16 現場一斉アンケート

協力会社の募集

評価方法の検討

• 6月～9月 実証実験(8社)

7/26,8/30,9/29たんぽぽ巡回

7/26現場一斉アンケート

現在、結果取りまとめ中
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4.6 巡回1回目

5.18 巡回2回目

7.26 巡回3回目



【機密性２】



現場一斉アンケート
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・広い、綺麗が高評価。

・より明るい照明、ウォシュ
レットの希望が多い。

・酷暑日には、換気扇・暑さ
対策の希望が増える。

・平均で1～5%程度の作業員
は、「落ち着かない」「使い
にくい」等の理由で現場のト
イレを使わない(休憩時にコ
ンビニ、事務所のトイレを使
用)。



協力会社

• 現場仮設トイレメーカー 1社

• 臭い、虫の専門家 1社

• 臭いの専門家 5社

• 建設資材リース会社 1社
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評価方法の検討

• 官能検査(快・不快評価法)の採用
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5段階評価

不快 やや不快
快でも
不快でも
ない

やや快 快

7/26 8/30

・快不快の感じ方は、個人差が大きい。
・男女による違いはあるが、対策の種類
によって傾向は異なる。

・各現場の制約条件に応じて、対策の種類
を使いわける必要がある。

・評価結果を定量的に共有するためには、
官能検査(快・不快評価法)は有効である。



快適トイレ設置例
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防臭・防虫対策の概要
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実証実験のまとめ

① 快・不快5段階評価による官能検査は、同一利用条件下における各種対策
の効果を定量的に比較検討するための評価手法として有効。

② 防臭・防虫対策に香りを使用する場合は、快・不快の個人差が大きく、
利用者集団の嗜好を十分配慮して対策を選定することが重要。

③ 便槽に投入後、効果が現れるまでに日数を要する薬剤を用いる対策は、
利用者数が多く汲み取り頻度が週1～2回の早いペースで行われる場合に
は適さない。

防臭・防虫対策に使用する薬剤の種類によっては、トイレの清掃に

使用できる洗剤や清掃方法などへの配慮が必要になる場合もある。

利用者の特性や汲み取りの頻度に配慮して、快・不快官能検査によ
る定期的な現場点検を組み込みながら、近隣およびトイレ利用者の立
場に立った防臭・防虫対策の採用・継続が必要である。

17



作業エリアが広い現場での
取組事例
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汲取り式トイレ設置状況

喫煙所

女性明示があるトイレから
男性が出てきた

出入りが気まずい

人の気配がして
落ち着かないコンビニまで

我慢

作業エリア ： 5,600ha 作業員数 ： 約400名 （内、女性約40名）



女性水洗トイレ設置完了

ﾌﾗﾜｰﾄｲﾚ内装

女子トイレ目隠し

ﾌﾗﾜｰﾄｲﾚ外観



女性専用車載トイレ



活動の効果

モチベーションのアップ

仕事に対する意識が高まる

ストレスの低減

作業効率が上がる

建設業界のイメージアップ

人材確保の取り組み

発注者へのアピール
（設計変更）


